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紹
介
と
批
評

徳
永
悔
著

『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
論
理

　
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
研
究
序
説
』

1

　
論
文
が
論
文
集
と
し
て
一
冊
の
本
と
な
つ
て
有
意
義
な
の
は
、
以
前
、
論
文

を
一
篇
ず
つ
読
ん
だ
と
き
と
異
な
つ
て
、
そ
こ
に
著
老
の
全
体
の
パ
ー
ス
ペ
ク

テ
ィ
ヴ
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
ぎ
で
あ
ろ
う
。
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
論
理
l

ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
研
究
序
説
』
は
そ
の
よ
う
な
本
に
属
す
る
。
本
書
は
、

一
九
六
九
年
か
ら
一
九
七
四
年
ま
で
に
、
論
文
、
エ
ッ
セ
ー
、
書
評
と
様
々
な

ス
タ
イ
ル
で
書
か
れ
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
関
係
の
論
文
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
多
様
な
ス
タ
イ
ル
の
な
か
に
も
、
著
者
自
身
の
一
貫
し
て
い

る
姿
勢
が
あ
る
。
『
そ
れ
は
、
こ
の
学
派
の
仕
事
を
、
人
間
の
自
然
と
歴
史
の
深
部

を
襲
つ
て
い
る
涯
し
な
い
危
機
、
人
間
の
根
拠
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
傷
痕

の
表
現
と
し
て
受
け
と
め
、
そ
の
傷
か
ら
の
快
癒
を
め
ざ
す
内
的
動
機
を
、
メ

γ
バ
ー
一
人
一
人
の
対
決
の
軌
跡
に
即
し
て
追
求
し
た
所
に
あ
る
。
」
（
二
七
六

頁
）

II

一
〇
六

（
四
〇
二
）

　
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
」
と
い
う
名
称
は
、
五
〇
年
代
末
、
ア
ド
ル
ノ
と

そ
の
弟
子
た
ち
に
対
し
て
、
ダ
ー
レ
ソ
ド
ル
フ
が
皮
肉
と
椰
擶
を
こ
め
て
【
最

後
の
学
派
」
と
言
つ
た
の
が
初
め
ら
し
い
が
（
一
九
六
頁
）
、
そ
の
起
源
は
三
〇

年
代
初
め
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
を
中
心
と
し
、

マ
ル
ク
ス
と
フ
ロ
イ
ト
を
知
的
源
泉
と
す
る
思
想
集
団
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の

思
想
家
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
が
ど
の
よ
う
な
知
的
刺
激
を
う
け
た
の

か
。　

マ
ル
ク
ス
と
の
関
係
か
ら
見
た
場
合
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
は
ル
カ
ー
チ

を
介
し
て
マ
ル
ク
ス
に
接
近
し
た
。
ル
カ
ー
チ
は
、
当
時
の
正
統
的
マ
ル
ク
ス

解
釈
（
公
認
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
哲
学
、
第
ニ
イ
ン
タ
ー
）
に
対
し
て
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
依

拠
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
弁
証
法
を
哲
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
「
マ

ル
ク
ス
主
義
の
再
哲
学
化
運
動
」
の
中
軸
に
あ
る
の
が
、
「
物
象
化
」
を
中
心
に

お
い
て
、
資
本
主
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
で
あ
る
。

こ
の
著
作
の
明
晰
な
分
析
は
、
著
者
の
「
ル
カ
ー
チ
ー
同
一
性
の
哲
学
－
『
物

象
化
』
論
文
を
め
ぐ
つ
て
ー
」
（
『
押
想
』
一
九
七
四
年
一
月
号
）
に
譲
る
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
は
ル
カ
ー
チ
と
ど
の
よ
う
に
出
会
つ
た
の
か
。
そ
れ
は

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
以
前
に
マ

ル
ク
ス
主
義
と
接
触
し
て
い
た
が
、
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
を
通
じ
て
ル
カ
ー
チ

と
初
め
て
遭
遇
し
た
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
i
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
グ
ル
ー
プ
、
も
う
一

つ
は
、
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
以
前
の
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
ル
カ
ー
チ
（
『
魂
と



形
式
』
）
に
通
暁
し
、
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
に
目
醒
め

た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ア
ド
ル
ノ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
が
重
視

し
て
い
た
の
は
、
ル
カ
ー
チ
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
再
哲
学
化
運
動
」
と
物
象

化
論
で
あ
る
が
、
彼
と
は
決
定
的
に
対
立
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
歴

史
と
階
級
意
識
』
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
理
論
的
に
準
備
す
る
可
能
性
が

秘
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
階
級
意
識
を
『
世
界

史
に
お
け
る
主
体
ー
客
体
の
同
一
性
』
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
表
現
者
を
『
党
』

と
規
定
す
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
は
た
と
え
現
実
の
党
の
是
認
で
は
な
い
ま
で
も
、

客
観
的
可
能
性
と
し
て
は
、
『
党
と
そ
の
役
割
り
の
神
学
化
な
い
し
倫
理
的
聖

化
』
に
通
じ
る
道
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
」
（
二
〇
二
頁
）
こ
の
よ
う

な
ル
カ
ー
チ
の
理
論
は
、
彼
の
弁
証
法
の
中
心
概
念
ー
同
一
性
の
概
念
、
「
世
界

史
に
つ
い
て
の
全
体
知
と
い
う
独
断
論
」
に
由
来
し
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
、
・
・
ン
に

と
つ
て
、
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
は
、
「
言
語
哲
学
的
見
方
か
ら
弁
証
法
的
唯
物
論

の
見
方
へ
」
（
一
九
二
五
年
）
と
転
換
さ
せ
る
役
割
を
果
し
た
。
彼
を
弁
証
法
的

唯
物
論
へ
と
導
い
た
ル
カ
ー
チ
の
影
響
は
、
ア
ド
ル
ノ
ヘ
と
波
及
し
て
い
く
。
ア

ド
ル
ノ
を
社
会
研
究
所
の
問
題
圏
に
ひ
き
い
れ
た
の
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
経
由

し
た
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
で
あ
る
。
著
者
は
「
『
魂
と
形
式
』
か
ら
『
歴
史
と

階
級
意
識
』
に
至
る
若
き
ル
カ
ー
チ
の
転
生
」
と
、
ア
ド
ル
ノ
の
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
論
か
ら
音
楽
に
お
け
る
物
神
性
論
へ
の
歩
み
と
の
類
似
性
を
見
て
い
る
。
若

き
ル
カ
ー
チ
の
内
在
批
判
は
、
ア
ド
ル
ノ
の
「
美
的
形
象
の
社
会
的
歴
史
的
規

定
性
」
の
な
か
に
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
も
う
一
つ
の
知
的
源
泉
、
フ
ロ
イ
ト
は
、
一
九
世

紀
後
半
に
お
い
て
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
分
離
に
よ
つ
て
狭
隆
化
さ
れ
た
自

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

然
概
念
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
史
的
唯
物
論
と
精
神
分
析
ー
マ
ル
ク
ス
の
『
労

働
ー
生
産
」
に
お
け
る
物
質
代
謝
と
フ
・
イ
ト
の
「
無
意
識
の
衝
動
」
論
と
を

結
び
つ
け
る
と
い
う
形
で
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
導
入
の
際
、
中
心
的
役
割
を
果

す
の
が
フ
β
ム
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
労
働
を
人
間
と
自
然
の
代
謝
と
し
て
と

ら
え
る
の
に
模
し
て
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
は
人
間
と
内
な
る
自
然
と
の
代
謝
に
よ

つ
て
形
成
さ
れ
る
。
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
、
一
方
で
は
歴
史
を
超
個
人
的
運
動
と

し
て
考
え
、
他
方
で
は
人
間
を
動
か
す
動
因
を
無
意
識
の
衝
動
に
求
め
な
が
ら
、

歴
史
を
作
る
人
間
に
着
目
し
て
い
る
。
彼
は
三
〇
年
代
末
ま
で
、
フ
・
ム
と
同

一
線
上
に
お
い
て
、
後
期
フ
・
イ
ト
の
生
物
学
的
決
定
論
を
批
判
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
フ
ロ
イ
ト
、
さ
ら
に
は
フ
ロ
ム
評
価
は
、
ア
ド
ル

ノ
が
専
任
研
究
員
に
な
る
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
。
著
者
は
こ
の
変
化
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
言
つ
て
い
る
。
「
フ
ロ
ム
に
は
フ
ロ
ム
な
り
の
確
固
と
し
た

コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
と
特
有
の
救
済
・
希
望
へ
の
志
向
が
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
四
〇
年
を
境
と
す
る
フ
ロ
ム
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
か
ら
の
訣
別
は
、

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
や
ア
ド
ル
ノ
の
側
か
ら
す
る
『
破
門
』
と
い
う
形
で
行
な
わ

れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
」
（
二
一
九
頁
）
こ
の
フ
ロ
ム
の
「
破

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

門
」
は
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
自
身
の
「
実
証
科
学
に
対
し
て
開
か
れ
た
歴
史
心
理

学
か
ら
『
非
同
一
性
』
の
立
場
に
基
づ
く
理
性
批
判
へ
と
転
回
す
る
プ
ロ
セ
5

と
一
致
し
て
い
る
。
四
〇
年
代
で
は
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
ア
ド
ル
ノ
の
側
に

傾
斜
し
て
、
フ
ワ
イ
ト
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム
”
死
の
本
能
を
評
価
し
直
す
。
そ
の
理

由
は
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
入
間
は
自
然
支
配
か
ら
自

然
へ
の
隷
従
の
過
程
を
辿
つ
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
に
あ
る
。
五
〇
年
代
で

は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
お
け
る
フ
冒
イ
ト
の
影
響
は
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
（
四
〇
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

な
か
に
命
脈
を
保
つ
て
い
る
。
四
〇
年
代
、
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
不
満
は
、
ホ

ル
ク
ハ
イ
マ
ー
を
政
治
的
実
践
か
ら
遠
ざ
け
る
が
、
逆
に
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
は
フ

ロ
イ
ト
を
バ
ネ
と
し
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
志
向
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
と
フ
ロ
イ
ト
と
い
う
二
人
の
思
想
家
を
知
的
起
源

と
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
中
心
的
理
論
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ホ
ル

ク
ハ
イ
マ
ー
の
批
判
的
理
論
で
あ
る
。
彼
の
思
想
的
発
展
は
、
通
常
、
三
つ
の

時
代
t
三
〇
年
代
の
戦
闘
的
マ
テ
リ
ア
リ
ス
ト
（
前
期
）
、
四
〇
年
代
の
近
代

文
明
へ
の
ペ
シ
ミ
ス
ト
（
転
換
期
）
、
五
〇
1
六
〇
年
代
の
宗
教
的
時
期
（
後
期
）

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
著
老
は
こ
の
よ
う
な
視
点
を
と
ら
な
い
。
む

し
ろ
、
前
期
と
後
期
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
要
素
と
、
こ
の
連
続
性
を
通

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

じ
て
の
変
貌
を
重
層
的
に
と
ら
え
、
「
な
ぜ
に
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
か
」

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
状
況
と
の
関
連
を
ま
つ
て
解
明
さ
れ
る
。

そ
の
現
実
的
要
因
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
（
実
践
主
体
）
の
無
力
化
と
解
体
、

革
命
後
の
社
会
主
義
国
家
へ
の
失
望
で
あ
る
。
後
者
は
、
現
実
を
計
画
経
済
と

い
う
形
で
変
革
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
自
由
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
洞
察

に
根
ざ
し
て
い
る
。
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
「
社
会
哲
学
」
か
ら
出
発
す
る
。
そ
の

テ
ー
マ
は
「
個
人
に
対
す
る
社
会
の
優
位
」
で
あ
る
。
社
会
の
優
位
と
は
否
定

的
な
意
味
で
あ
る
。
個
人
の
自
律
を
達
成
す
る
に
は
、
個
人
を
強
制
す
る
社
会

を
認
識
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
「
批
判
的
理
論
」
は
、

こ
の
社
会
哲
学
の
課
題
を
受
け
つ
い
で
い
る
。
そ
れ
は
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
疎

外
論
の
動
機
と
『
経
済
学
批
判
』
の
論
理
構
造
を
前
提
と
し
て
、
「
伝
統
的
理
論
」

と
の
対
比
で
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。
両
者
の
相
違
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

相
違
は
理
論
を
ど
の
次
元
で
と
ら
え
る
か
に
ょ
つ
て
生
ま
れ
て
く
る
。
伝
統
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
　
（
四
〇
四
）

理
論
が
「
矛
盾
を
含
ま
な
い
命
題
体
系
内
部
」
に
、
理
性
批
判
の
課
題
を
限
定

し
ょ
う
と
す
る
科
学
主
義
（
ω
N
一
①
導
一
く
一
ω
日
霧
）
を
指
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

批
判
的
理
論
は
こ
の
伝
統
的
理
論
の
理
論
内
在
主
義
を
打
破
し
、
人
間
と
自
然

と
の
関
係
と
い
う
拡
大
さ
れ
た
「
社
会
」
の
次
元
で
、
理
論
を
と
ら
え
よ
う
と

す
る
。
批
判
的
理
論
に
と
つ
て
は
、
理
論
的
作
業
、
科
学
の
営
み
は
、
社
会
過
程
、

労
働
の
分
業
内
部
の
一
部
で
あ
る
。
科
学
の
社
会
的
関
連
（
寄
び
苺
冒
）
を
重

視
す
る
批
判
的
理
論
は
、
「
社
会
と
個
人
に
お
け
る
能
動
性
と
受
動
性
の
意
味
転

換
」
を
、
理
論
の
う
ち
に
み
る
。
理
論
の
主
体
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
み
れ
ぽ
、

伝
統
的
理
論
に
と
つ
て
は
、
「
認
識
す
る
個
人
が
能
動
的
主
体
、
認
識
さ
れ
る
社

会
は
受
動
的
客
体
」
で
あ
る
の
に
、
批
判
的
理
論
に
と
つ
て
は
、
こ
の
主
体
－

客
体
関
係
は
逆
転
し
て
い
る
。
「
認
識
す
る
個
人
が
意
識
を
備
え
た
客
体
㌧
社
会

が
盲
目
的
主
体
」
で
あ
る
。
実
践
主
体
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
批
判
的
理
論
は
「
批

判
的
主
体
の
大
衆
か
ら
の
相
対
的
自
立
」
論
を
展
開
す
る
。
批
判
的
理
論
は
本

来
、
実
践
主
体
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
求
め
る
が
、
三
〇
年
代
で
は
、
こ
の

主
体
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
実
践
主
体
は
個
人
、
複
数
の
個
人
で
あ

る
。
し
か
も
、
実
践
主
体
と
い
う
よ
り
、
理
論
主
体
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ホ

ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
こ
の
理
論
と
実
践
の
問
題
を
、
後
に
述
べ
る
マ
ル
ク
ー
ゼ
の

よ
う
に
実
践
へ
の
意
志
に
求
め
な
い
。
「
理
論
自
身
の
固
有
の
性
質
が
理
論
を
し

て
歴
史
的
変
革
へ
と
向
か
わ
せ
る
。
」
こ
こ
に
は
、
「
理
論
の
も
つ
歴
史
的
変
革
力

へ
の
信
念
」
が
み
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
－
実
践
論
を
含
む
批
判
的

理
論
は
、
論
理
的
に
は
、
演
繹
的
推
論
に
似
た
形
を
と
る
。
そ
れ
は
抽
象
的
な

一
般
概
念
か
ら
出
発
し
、
個
別
的
な
現
実
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
定
言
判
断
、

仮
言
判
断
と
は
異
な
り
、
批
判
的
理
論
は
「
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
人



間
は
存
在
を
変
革
で
ぎ
る
し
、
そ
の
た
め
の
状
勢
は
、
今
、
目
の
前
に
存
在
し

て
い
る
」
と
説
明
す
る
。
批
判
的
理
論
の
独
自
性
は
、
以
上
述
べ
た
所
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
人
間
の
幸
福
と
理
性
の
実
現
と
い
つ
た
観
念
論
を
前
提
と

し
た
唯
物
論
で
あ
る
。
前
者
を
社
会
の
変
革
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
。

　
一
九
四
〇
年
代
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
理
論
を
代
表
し
て
い
る
の

は
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
ア
メ
リ
カ
体
験
の

上
に
成
立
し
て
い
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
逼
迫
が
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
を
書
か
せ

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
啓
蒙
の
プ
・
グ
ラ
ム
が
「
魔
術
か
ら
の
解
放
」

で
あ
つ
た
の
に
、
な
ぜ
入
間
は
再
び
自
然
へ
と
落
ち
て
い
く
の
か
。
ホ
ル
ク
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
は
こ
れ
を
啓
蒙
の
機
能
転
化
と
よ
び
、
「
ω
神
話
が
啓
蒙

で
あ
つ
た
」
「
③
啓
蒙
が
神
話
論
へ
退
化
す
る
」
と
い
う
二
つ
の
局
面
か
ら
捌

挟
し
て
い
く
。
こ
の
啓
蒙
の
弁
証
法
に
貫
流
し
て
い
る
の
が
、
「
主
体
性
の
原

史
」
　
（
ア
ド
ル
ノ
）
で
あ
る
。
第
一
局
面
で
の
主
題
は
、
主
体
ー
客
体
関
係
の

成
立
史
、
神
話
と
科
学
の
共
通
基
盤
で
あ
る
。
原
始
的
な
魔
術
の
段
階
で
は
、

ア
ニ
ミ
ズ
ム
が
そ
の
原
理
で
あ
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
は
、
霊
魂
が
事
物
に
宿
つ

て
い
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
神
と
人
と
物
が
相
互
に
乗
り
移
る

ミ
メ
ー
シ
ス
が
支
配
し
て
い
る
。
こ
の
交
代
可
能
性
と
し
て
の
ミ
メ
ー
シ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
に
え

質
を
失
い
、
一
般
的
な
代
替
可
能
性
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
例
は
「
犠
性
」

の
儀
式
の
う
ち
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
変
化
を
言
葉
を
例
に
考
え
て
み
れ
ば
、
言

葉
は
初
め
像
の
写
し
で
あ
つ
た
が
、
次
第
に
像
そ
の
も
の
の
象
徴
す
る
し
る
し
、

類
例
一
般
を
指
示
す
る
記
号
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
過
程
に
み
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ク
ン
ス

は
、
ミ
メ
ー
シ
ス
的
自
然
が
、
実
践
“
支
配
と
い
う
力
関
係
に
よ
つ
て
、
主
体

ー
客
体
関
係
に
分
裂
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
主
体
は
自
然
か
ら
自
分
を
分
離

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

さ
せ
、
特
定
の
物
を
一
般
的
な
も
の
の
類
例
と
し
て
把
握
す
る
。
他
方
、
客
体

－
自
然
は
質
的
多
様
性
を
失
つ
て
、
単
な
る
素
材
と
な
る
。
魔
術
の
基
礎
が
ア

ニ
ミ
ズ
ム
、
ミ
メ
ー
シ
ス
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
神
話
の
基
礎
は
擬
人
観
で
あ

る
。
超
自
然
的
な
も
の
、
霊
は
、
自
然
的
な
も
の
を
怖
れ
る
人
間
が
投
影
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
擬
人
観
は
「
神
人
同
形
説
」
（
オ
リ
ン
ポ
ス
の
神
々
を
人
間
と
変

ら
な
い
と
い
っ
て
嘲
笑
し
た
ク
セ
ノ
フ
ァ
ネ
ス
）
、
「
神
々
の
人
間
へ
の
還
元
」
へ
と

移
つ
て
い
く
。
魔
術
か
ら
の
解
放
が
「
主
体
の
客
体
に
対
す
る
優
位
」
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
神
話
か
ら
啓
蒙
へ
の
移
行
は
「
人
間
へ
の
還
元
」
で
あ
る
。
神
話

か
ら
啓
蒙
へ
の
移
行
が
、
す
で
に
神
話
や
魔
術
の
う
ち
に
み
ら
れ
る
と
す
れ

ば
、
神
話
と
科
学
も
ま
た
、
近
代
の
常
識
の
よ
う
に
、
対
立
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
応
報
と
等
価
交
換
、
反
復
す
る
自
然
と
法
則
概
念
、
運
命
と
必
然
性
、

こ
れ
ら
の
関
係
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
話
と
科
学
に
は
共
通
性

が
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
、
啓
蒙
の
記
述
か
ら
啓
蒙
の
批
判

へ
と
進
ん
で
い
く
。
「
啓
蒙
は
神
話
論
に
退
行
す
る
」
第
二
局
面
で
は
、
題
材

は
、
セ
イ
レ
ー
ン
の
歌
に
魅
惑
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
海
峡
を
脱
出
す
る
オ
デ
ュ

セ
ウ
ス
一
行
の
冒
険
物
語
で
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
た
ち
は
こ
の
素
材
を
通
し
て
何

を
言
お
う
と
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
人
間
が
自
然
の
盲
目
的
運
命
、
神
話
（
セ

イ
レ
ー
ン
の
歌
）
に
よ
つ
て
支
配
さ
，
れ
て
い
た
自
然
へ
の
隷
属
か
ら
解
放
さ
れ
る

と
き
、
社
会
へ
再
び
隷
従
し
て
い
く
姿
で
あ
り
（
オ
デ
ュ
セ
ウ
ス
の
命
令
に
従
う
同

行
者
）
、
そ
れ
と
と
も
に
、
内
的
自
然
の
抑
圧
と
い
う
代
償
を
支
払
つ
て
、
外

的
自
然
を
支
配
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
（
同
行
者
は
船
を
漕
ぐ
だ
け
で
セ
イ
レ
ー
ン

の
歌
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
啓
蒙
の
過
程
は
進
め
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
う
の
は
、
自
然
へ
の
呼
び
か
け
（
セ
イ
レ
ー
ン
の
歌
）
に
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
　
　
（
四
〇
五
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
え
る
結
末
は
、
オ
デ
ュ
セ
ウ
ス
一
行
に
は
難
破
で
あ
る
か
ら
。
神
話
の
基
礎
が

　
盲
目
の
運
命
で
あ
つ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
「
啓
蒙
の
た
め
の
啓
蒙
」
は
神

　
話
へ
と
逆
転
し
て
し
ま
つ
て
い
る
。
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
や
ア
ド
ル
ノ
は
『
啓
蒙

　
の
弁
証
法
』
の
課
題
を
啓
蒙
の
記
述
、
批
判
に
限
定
せ
ず
に
、
さ
ら
に
「
あ
る
積

　
極
的
な
も
の
を
準
備
」
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
希
望
の
弁
証
」
で
あ
る
。
啓
蒙
が

　
ど
ん
な
批
判
も
す
べ
て
呑
み
こ
ん
で
し
ま
う
以
上
、
啓
蒙
の
呪
縛
を
解
く
の
は

　
「
自
己
自
身
を
反
省
す
る
啓
蒙
」
「
理
性
の
自
己
批
判
」
で
あ
る
。
「
理
性
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
己
批
判
」
は
、
啓
蒙
化
の
運
命
が
理
性
に
よ
つ
て
作
り
だ
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら

　
か
に
す
る
。
そ
の
主
体
は
啓
蒙
的
理
性
（
内
外
の
自
然
支
配
）
と
同
じ
で
は
な

　
い
。
「
自
然
を
主
体
と
し
、
人
間
を
こ
の
他
者
と
し
て
認
識
す
る
」
自
然
と
人

　
間
と
の
新
し
い
関
係
、
す
な
わ
ち
「
自
然
と
の
宥
和
」
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
の

　
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
現
在
の
状
況
の
下
で
は
、
実
現

　
さ
れ
え
な
い
。
四
〇
年
代
の
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
に
は
、
こ
の
ユ
ー

　
ト
ピ
ア
は
「
未
知
の
痕
跡
」
の
光
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。

　
　
で
は
、
批
判
的
理
論
の
中
核
が
、
自
然
と
の
宥
和
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
、

　
主
体
に
ょ
る
「
限
定
さ
れ
た
否
定
」
（
ア
ド
ル
ノ
）
を
通
じ
て
し
か
成
り
立
ち
え

　
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
つ
た
と
す
れ
ぽ
、
三
〇
年
代
（
前
期
）
と
五
〇
！
六
〇
年

　
代
（
後
期
）
の
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
み
れ
ば
い
い
の
か
。

　
　
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
歴
史
哲
学
か
ら
自
然
存
在
論
へ
」
（
ト
イ
ニ
ッ
セ
ソ
）
と
い
う

　
批
判
は
あ
た
ら
な
い
。
後
期
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
「
自
然
へ
の
回
帰
」
は
、
レ

　
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
と
は
逆
に
、
神
学
的
前
提
へ
の
回
帰
で
あ
る
。
「
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー

　
の
い
わ
ゆ
る
神
学
的
前
提
は
否
定
性
の
根
拠
で
あ
り
、
彼
の
う
ち
に
は
、
永
遠

　
の
傷
つ
い
た
焦
燥
の
よ
う
な
も
の
が
、
そ
の
対
極
の
焦
点
に
『
ま
つ
た
く
別
の

￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
　
　
（
四
〇
六
）

世
界
』
（
盆
ω
鵯
震
》
＆
段
Φ
）
へ
の
希
求
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
」
（
一
四
〇
頁
）
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
空
位
と
な
つ
た
神
の
席
に
、

別
の
神
を
迎
え
よ
う
と
し
な
い
。
神
と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
、
肯
定
的
に
呼
ん

で
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
否
定
的
に
し
か
語
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
後
期
ホ
ル

ク
ハ
イ
マ
ー
の
ペ
シ
ミ
ズ
ム
は
現
実
か
ら
の
逃
避
で
は
な
く
、
現
実
へ
の
否
定

の
原
理
で
あ
る
。
著
者
の
筆
致
は
逆
説
的
で
あ
る
。
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
希
望
の

故
に
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
彼
の
批
判
的
理
論
は
、
「
予
感
さ
れ
た
希

望
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
真
理
）
を
媒
介
に
し
つ
つ
、
非
真
理
と
し
て
の
現
実

を
否
定
し
、
同
時
に
そ
の
希
望
を
実
体
化
す
る
こ
と
な
く
、
現
実
を
媒
介
に
し
て

否
定
す
る
」
（
一
四
四
頁
）
循
環
的
思
考
方
法
を
と
る
。
し
か
し
、
著
者
は
後
期
ホ

ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
う
ち
に
、
「
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
認
識
」
と
絶
対
的
他
者

へ
の
憧
憬
が
具
体
的
に
媒
介
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
鋭
敏
に
見
ぬ
い
て
い

る
。
主
観
的
な
希
望
の
復
活
の
要
求
は
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
が
求
め
て
い
た
も
の

と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
つ
た
は
ず
で
あ
る
。
前
期
と
後
期
を
区
別
す
る
徴
表

は
、
「
ま
つ
た
く
別
の
世
界
」
へ
の
希
求
と
「
限
定
さ
れ
た
否
定
」
と
を
結
び
つ

け
る
理
論
的
媒
介
の
欠
如
で
あ
る
。

　
後
期
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
に
お
い
て
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
否
定
が
媒
介
さ
れ
て
い

な
い
と
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
や
ア
ド
ル
ノ
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
媒
介
し
て

い
る
の
か
。
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
と
つ
て
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
肯
定
的
な
も
の
で
あ

り
、
否
定
は
『
無
限
定
の
否
定
」
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
は
、
現
存
体
制
の
否

’
定
↓
革
命
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
現
）
と
い
う
よ
う
に
図
式
化
さ
れ
る
。
否
定
は
あ

く
ま
で
も
主
観
的
態
度
と
し
て
の
拒
絶
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
否
定
に
つ
い
て

の
見
方
は
、
二
〇
年
代
の
ハ
イ
デ
ッ
カ
ー
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に
起
因
し



て
い
る
。
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
は
、
「
主
観
的
拒
否
と
し
て
の
実
践
的
ラ
デ
ィ
カ
リ

ズ
ム
と
体
系
的
哲
学
へ
の
理
論
信
仰
の
併
存
」
と
い
う
特
徴
が
、
六
〇
年
代
に
至

る
ま
で
底
流
と
し
て
流
れ
て
い
る
が
、
一
応
、
こ
の
分
裂
を
解
消
で
ぎ
た
の

は
、
三
〇
年
代
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
一
員
と
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
フ
ァ

シ
ズ
ム
ヘ
の
抵
抗
運
動
と
い
う
現
実
的
要
因
と
啓
蒙
的
理
性
の
擁
護
と
い
う
理

論
と
が
合
致
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
批
判
的
理
論
と
出
会
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ー
ゼ
の
批
判
的
理
論
は
、
現
実
の
否
定
と
具
体
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
現

を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
四
〇
年
代
に
入
つ
て
、
対
フ
ァ
シ
ズ
ム
抵
抗
運
動

の
敗
北
と
亡
命
は
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
を
ま
た
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
解
釈
へ
と
赴
か

せ
る
。
二
〇
年
代
の
『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
存
在
論
』
と
は
対
薦
的
に
、
四
〇
年
代
の

『
理
性
と
革
命
』
は
肯
定
的
な
も
の
の
優
越
と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
、
否
定

的
な
も
の
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
実
存
主
義
の
傾
向
は
、
五
〇
年
代

に
準
備
さ
れ
、
六
〇
年
代
に
噴
出
す
る
。
そ
れ
は
過
剰
抑
圧
社
会
で
は
、
革
命

の
主
体
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
な
い
、
と
い
う
現
実
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
彼
は

こ
の
認
識
を
基
に
、
抑
圧
さ
れ
た
少
数
者
の
政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
に
期
待

を
馳
せ
る
。
著
者
は
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
は
、
少
数
者
と
は
学
生
や
ヒ
ッ
ピ
ー
で

は
な
く
、
黒
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
で
は
な
か
つ
た
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
思
想
の
主
題
が
「
技
術
的
な
合
理
性
の
政
治
的
性
格
」

で
あ
つ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
そ
れ
は
政
治
的
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
ー
「
偉

大
な
る
拒
絶
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
著
者
は
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の

マ
ル
ク
ー
ゼ
批
判
に
依
拠
し
つ
つ
、
「
偉
大
な
る
拒
絶
」
が
主
観
的
決
断
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
説
得
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
偉
大
な
る
拒
絶
」
は
合
理

的
交
換
社
会
の
発
展
に
つ
れ
て
、
そ
の
物
質
的
前
提
の
止
揚
へ
向
う
と
い
う
客

　
　
　
紹
介
と
批
評

観
的
可
能
性
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
現
可
能
性
）
と
、
技
術
化
が
人
聞
の
投
企
な
ら

ば
、
そ
れ
は
人
間
の
投
企
に
よ
つ
て
変
え
う
る
と
い
う
主
観
的
信
念
か
ら
生
れ

て
く
る
。
た
と
え
技
術
が
人
間
の
投
企
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
特
定
の
時

代
、
階
級
に
よ
つ
て
選
択
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
人
類
に
よ
る
投
企
で
あ

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
「
偉
大
な
る
拒
絶
」
は
主
観
的
否
定

だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
否
定
性
に
対
し
て
、
ア
ド
ル
ノ
の
そ
れ
は
「
限
定
さ
れ
た
否

定
」
で
あ
り
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
関
係

は
、
「
絶
望
の
克
服
斜
救
済
」
「
限
定
さ
れ
た
否
定
蔦
全
体
と
し
て
の
真
理
」
と

い
う
相
互
的
図
式
で
表
わ
さ
れ
る
。
ア
ド
ル
ノ
に
は
、
哲
学
の
仕
事
は
世
界
の

解
釈
で
も
、
世
界
の
変
革
で
も
な
い
。
彼
の
方
途
は
「
世
界
の
解
釈
に
つ
い
て

の
理
論
的
反
省
の
道
」
で
あ
る
。
著
者
が
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
よ
り
も
ア
ド
ル
ノ
に

凱
歌
を
あ
げ
る
の
は
、
次
の
文
章
に
伺
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
　
「
そ
こ
に
は
（
否
定
的
弁
証
法
に
は
”
引
用
者
）
、
ω
世
界
解
釈
者
と
し
て
の
哲

　
　
学
の
優
位
（
プ
リ
マ
・
フ
ィ
・
ソ
フ
ィ
ァ
）
の
終
り
を
認
定
し
、
③
世
界
変

　
　
革
“
哲
学
の
自
己
実
現
と
い
う
課
題
を
目
撃
し
、
③
そ
の
課
題
の
挫
折
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
デ
で
カ
ル

　
　
哲
学
の
無
力
と
を
徹
底
的
に
体
験
し
、
ω
し
か
も
な
お
且
つ
そ
こ
に
ひ
ろ

　
　
が
る
『
あ
き
ら
め
』
の
風
土
の
中
で
、
そ
の
課
題
を
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し

　
　
て
、
未
発
の
希
望
と
し
て
、
否
定
的
な
形
で
現
前
さ
せ
続
け
て
い
る
者

　
　
の
、
し
ぶ
と
い
明
視
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。
」
（
一
八
O
頁
）

こ
の
弁
証
法
の
核
に
あ
る
の
が
、
ア
ド
ル
ノ
の
「
限
定
さ
れ
た
否
定
」
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
肯
定
的
な
内
容
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
主
体
は
個
々
の
否
定

的
な
も
の
（
甜
非
真
理
）
の
否
定
作
業
に
踏
み
止
ま
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
（
四
〇
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
否
定
の
否
定
を
肯
定
と
と
る
の
は
、
マ
イ
ナ
ス
×
マ
イ
ナ

ス
H
プ
ラ
ス
と
い
う
形
式
的
思
考
の
特
質
で
あ
つ
て
、
弁
証
法
の
特
質
で
は
な

い
。
ア
ド
ル
ノ
の
否
定
的
弁
証
法
1
「
限
定
さ
れ
た
否
定
」
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア

の
否
定
的
概
念
」
を
二
本
の
柱
と
し
て
い
る
弁
証
法
の
底
に
は
、
偶
像
禁
止
と

図
像
化
禁
止
、
つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
神
学
の
戒
律
が
潜
ん
で
い
る
。
否
定
的
弁
証
法

の
帰
結
は
「
像
な
き
マ
テ
リ
ア
リ
ス
ム
」
で
あ
る
。
ア
ド
ル
ノ
が
こ
の
図
像
化

禁
止
を
破
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
自
然
と
文
明
と
の
宥
和
」
へ
の
憧
憬
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
H

　
本
書
を
読
み
終
え
て
、
改
め
て
感
じ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
が
内

部
に
孕
ん
で
い
る
理
論
的
、
思
想
的
相
克
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
が

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

学
派
と
し
て
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
つ
た
の
か
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学

　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

派
を
統
一
す
る
理
論
は
い
か
な
る
内
容
を
も
つ
の
か
、
と
い
つ
た
問
題
設
定
が

必
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
三
〇
年
代
の
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の

『
批
判
的
理
論
』
、
四
〇
年
代
の
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
の
『
啓
蒙
の
弁

証
法
』
、
五
〇
年
代
の
ア
ド
ル
ノ
の
『
否
定
的
弁
証
法
』
六
〇
年
代
の
マ
ル
ク

ー
ゼ
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
い
う
よ
う
に
、
連
綿
と
つ
づ
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

く
批
判
的
理
論
の
「
運
動
」
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
を
と
ら
え
る
と

同
時
に
、
学
派
内
部
の
理
論
的
、
思
想
的
差
異
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
学
派
と
し
て
の
統
一
性
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
個
々
の
メ
ン
バ
！
の
差

異
を
等
閑
に
付
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
批
判
的
理
論
と
一
致
し

て
い
た
が
、
後
に
そ
れ
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
つ
た
人
た
ち
、
そ
れ
ば
か
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
四
〇
八
）

な
く
、
社
会
研
究
所
か
ら
も
離
れ
て
い
つ
た
人
た
ち
、
こ
う
い
つ
た
人
た
ち
か

ら
逆
に
社
会
研
究
所
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
三
〇
年
代
、
フ
ロ
イ

ト
解
釈
に
お
い
て
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
一
致
し
て
い
た
が
、
四
〇
年
を
境
と
し

て
「
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
の
側
か
ら
す
る
『
破
門
』
」
と
い
う
形
で
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
か
ら
訣
別
し
た
フ
ロ
ム
、
ま
た
、
弁
証
法
解
釈
に
つ
い

て
研
究
所
と
対
立
し
、
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
論
」
な
ど
を
訂
正
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、

彼
ら
は
社
会
研
究
所
と
ど
の
よ
う
な
点
で
理
論
的
、
思
想
的
に
対
立
し
て
い
た

の
か
。
こ
の
よ
う
に
、
視
座
を
変
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

学
派
の
性
格
が
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
視
座
転
換
は
理

論
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
側
面
を
も
み
る
必
要
を
生

じ
さ
せ
る
。
後
者
の
次
元
に
ま
で
降
り
た
と
き
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と
い

う
一
つ
の
学
派
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
二
〇
世
紀
初
頭
ー
フ
ァ
シ
ズ
ム
と

亡
命
の
時
代
を
生
き
た
知
識
人
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
つ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
著

者
が
付
論
の
な
か
で
、
　
「
挫
折
と
不
適
応
の
う
ち
に
途
絶
」
し
た
ノ
イ
マ
ン
、

マ
ー
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
制
度
を
生
み
だ
す
原
動
力
と
し
て
使
い
、
マ
ー
ジ
ナ
リ
テ

ィ
を
解
消
し
て
い
つ
た
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
、
「
マ
！
ジ
ナ
ル
マ
ン
と
し
て
ア

メ
リ
カ
を
去
り
、
マ
ー
ジ
ナ
ル
マ
ン
と
し
て
ド
イ
ツ
ヘ
帰
る
」
ア
ド
ル
ノ
、
と

三
者
三
様
の
亡
命
知
識
人
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
。

　
今
、
述
べ
た
観
点
に
立
つ
て
、
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
論
理
』
に
つ
い
て
、
筆
者

の
疑
問
を
述
べ
れ
ば
、
「
抵
抗
の
挫
折
と
必
然
性
へ
の
省
察
を
つ
う
じ
て
、
目

に
見
え
ぬ
現
代
文
明
の
破
局
の
深
い
根
を
透
察
し
、
と
り
わ
け
美
的
形
象
の
分

析
を
つ
う
じ
て
、
そ
れ
を
鋭
く
言
葉
に
言
い
表
し
え
た
」
ア
ド
ル
ノ
は
、
生
涯
マ

ー
ジ
ナ
ル
マ
ン
と
し
て
生
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ア
ド
ル
ノ
は
、
マ
ル
ク



ー
ゼ
の
「
偉
大
な
る
拒
絶
」
や
後
期
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
「
ま
つ
た
く
別
の
世

界
」
へ
の
憧
憬
に
比
べ
て
、
「
限
定
さ
れ
た
否
定
」
の
立
場
を
貫
き
通
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
社
会
研
究
所
の
関
係
に

つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
が
、
「
文
明
と
自
然
と
の
究
極
の
宥
和
と
い
う
ユ
ー
ト

ピ
ア
」
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
由
来
し
、
そ
の
影
響
は
ア
ド
ル
ノ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
マ
テ
リ
ア
リ
ス
ム
の
根
底
に
あ
る
と
書
い
て
い
る
通

り
だ
と
す
れ
ば
（
二
四
〇
頁
）
、
「
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
論
」
な
ど
を
め
ぐ
る
研
究
所

と
の
対
立
は
ど
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス

主
義
的
弁
証
法
に
限
定
さ
れ
た
対
立
に
す
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
ま
れ
、
本
書
が
優
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
研
究
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。
前
著
『
社
会
哲
学
の
復
権
』
（
一
九
六
八
年
．
せ
り
か
書
房
）
に
お
け

る
「
社
会
科
学
の
論
理
」
論
争
の
部
分
を
合
わ
せ
て
読
め
ば
、
著
者
の
フ
ラ
ソ

ク
フ
ル
ト
学
派
像
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
派
自
体
の
性
格
も
明
ら
か
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
「
非
政
治
的
、
美
的
ア
ド
ル
ノ
に
強
い
牽
引
を
感
じ
る
」
著
者
に
、
「
ホ

ル
ク
ハ
イ
帰
1
と
批
判
的
理
論
」
（
本
書
第
一
章
）
の
よ
う
な
、
ま
と
ま
つ
た
ア
ド

ル
ノ
論
を
期
待
し
た
い
。

　
（
河
出
書
房
新
社
・
一
九
七
四
年
・
二
七
九
頁
）
　
　
（
一
九
七
五
年
一
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
太
一

紹
介
と
批
評

コ
三

（
四
〇
九
）


